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２
月
定
例
県
議
会
は
２
月
15
日
か

ら
３
月
20
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
で
斉
藤
県
議
が
一
般
質
問
に
立

つ
と
と
も
に
、
予
算
特
別
委
員
会
で
は

高
田
一
郎
県
議
が
総
括
質
疑
に
立
ち
、

３
人
の
県
議
団
が
力
を
合
わ
せ
て
県
民

の
切
実
な
要
求
実
現
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
み
ま
し
た
。 

 
 

２
月
末
現
在
で
、
３
５
５
０
世
帯
・

７
５
５
６
人（
ピ
ー
ク
時
の
17
・
２
％
）

が
応
急
仮
設
住
宅
等
で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
公
営
住
宅

に
は
４
５
３
８
世
帯
８
２
１
３
人
が
入

居
し
１
月
末
で
仮
設
入
居
者
数
を
超
え

ま
し
た
。
取
り
残
さ
れ
た
仮
設
住
宅
で

の
自
治
会
の
崩
壊
と
一
層
の
孤
立
化
・

孤
独
化
が
進
行
し
、
災
害
公
営
住
宅
で

も
新
た
な
孤
立
化
・
孤
独
化
が
進
行
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
等
の
見
守
り
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
確
立
の
取
り
組
み
を
一
層

強
化
す
る
と
と
も
に
、
県
営
の
大
規
模

な
災
害
公
営
住
宅
の
集
会
室
等
に
生
活

支
援
相
談
員
の
配
置
を
求
め
ま
し
た
。 

増
し
て
い
ま
す
。
成
人
の
心
の
ケ
ア
の

相
談
件
数
も
年
間
で
１
万
件
近
く
に

の
ぼ
り
、
取
り
組
み
の
強
化
を
求
め
ま

し
た
。 

長
、
野
田
武
則
釜
石
市
長
と
も
懇
談
。

引
き
続
き
被
災
地
復
興
を
最
優
先
に
責

任
を
果
た
す
よ
う
国
に
訴
え
て
い
く
と

述
べ
ま
し
た
。 

ア
な
ど
復
興
は
長
期
に
わ
た
る
と
指

摘
。
人
口
減
少
に
つ
い
て
「
国
の
施
策

に
よ
り
都
市
部
へ
人
口
集
中
が
進
ん

で
お
り
、
地
方
が
元
気
に
な
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

戸
羽
太
陸
前
高
田
市
長
は
「
宅
地
造

成
が
復
興
期
間
内
に
終
わ
っ
て
も
、
宅

地
引
き
渡
し
が
２
０
２
１
年
度
に
入

っ
て
し
ま
う
。
事
業
者
の
再
建
は
そ
れ

か
ら
で
国
の
支
援
策
が
切
ら
れ
て
は

や
っ
て
い
け
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

陸
前
高
田
市
の
災
害
公
営
住
宅
・
脇

の
沢
団
地
で
の
懇
談
会
で
は
、
住
民
代

表
の
女
性
か
ら
消
費
税
を
上
げ
な
い

こ
と
、
年
金
を
減
ら
さ
な
い
こ
と
、
被

災
者
生
活
再
建
支
援
金
増
額
を
求
め

る
要
望
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。 

 

小
池
書
記
局
長
ら
は
、
県
立
高
田
病

院
の
田
畑
潔
院
長
、
平
野
公
三
大
槌
町

長
、 

 

２
月
20
～
21
日
、
日
本
共
産
党
の

小
池
晃
書
記
局
長
ら
が
岩
手
県
入
り

し
、
復
興
状
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

県
庁
で
達
増
知
事
と
懇
談
。
達
増
知

事
は
、
住
ま
い
、
生
業
再
建
、
心
の
ケ

ア
な
ど
復
興
は
長
期
に
わ
た
る
と
指

摘
。 

２月県議会で一般質問に立つ斉藤県議（２月２７日） 

県庁で達増知事（左）と懇談する（右から）紙参議院議員、
小池書記局長、岩渕参議院議員（２月２０日） 

●大震災津波被災者の医療費・介護利用料

等の免除措置を１２月まで継続実施 

●被災者の中長期的な見守り支援事業に

950万円 

●被災者の心のケア、子どもの心のケア対

策に７億８千万円 

●県独自の住宅再建支援事業を２年間延長 

●災害公営住宅収入超過者の家賃を軽減 

●子どもの貧困対策促進へ生活実態調査を

行うとともに、支援に取り組む団体のネット

ワーク化を支援 

●３５人学級を小学校５年生に拡充、来年度は

小中学校の全学年で実施の方向 

●いわての学び希望基金の給付額を引き上

げ、対象も大学院生まで拡大 

●部活動指導員を８９人配置 

【日時】 

６月１０日（日）午後２時～ 
【場所】 

盛岡市都南文化会館・大ホール 
【弁士】 

市田忠義副委員長・参議院議員 
紙智子参議院議員 

子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
の
受
診
件
数

は
、
２
月
末
現
在
で
７
千
件
を
超
え
、

昨
年
度
の
６
３
７
９
件
を
上
回
り
急

増
し
て
い
ま
す
。 

仮
設
店
舗
の
撤
去
費
用
の
助
成
期
間

が
平
成
30
年
度
末
と
な
っ
て
お
り
、
退

去
が
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
に

対
し
早
急
に
助
成
期
間
の
延
長
を
決
定

す
る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、
仮
設
店

舗
の 

災
害
公
営
住
宅
の
家
賃
軽
減
に
つ
い

て
、
県
は
国
の
特
別
軽
減
対
策
と
同
等

の
減
免
規
定
へ
の
移
行
を
進
め
て
い
ま

す
が
徹
底
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

収
入
超
過
者
に
対
す
る
軽
減
策
に
つ

い
て
は
、
災
害
公
営
住
宅
の
近
傍
家
賃

が
一
番
低
い
７
７
４
０
０
円
（
３
Ｄ
Ｋ
）

を
上
限
と
す
る
対
策
を
示
し
ま
し
た
。

一
歩
前
進
で
す
が
、
野
田
村
や
田
野
畑

村
の
よ
う
に
値
上
げ
を
し
な
い
選
択
肢

が
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

を
上
限
と
す
る
対
策
を
示
し
ま
し
た
。
一

歩
前
進
で
す
が
、
野
田
村
や
田
野
畑
村
の

よ
う
に
値
上
げ
を
し
な
い
選
択
肢
が
あ

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

舗
の
商
業
者
に
寄
り
沿
い
営
業
継
続
と

本
設
移
行
へ
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。 
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【
2
月
】 

13
日 

県
政
調
査
（就
業
支
援
員
、
盛
岡
工

業
高
校
、
雫
石
小
学
校
、
県
商
工

会
連
合
会
） 

15
日 

２
月
定
例
県
議
会
開
会 

17
日 

県
医
労
中
央
委
員
会
挨
拶 

１8
日 

ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
岩
手
の
会
ジ
ャ
ン

プ
ア
ッ
プ
集
会 

19
日 

岩
手
大
学
学
長
・副
学
長
と
懇
談
会 

20
～
21
日 

震
災
復
興
問
題
の
日
本
共

産
党
国
会
調
査
団
（達
増
知
事
、
県

立
高
田
病
院
、
脇
の
沢
災
害
公
営

住
宅
被
災
者
、
戸
羽
市
長
、
平
野

大
槌
町
長
、
野
田
釜
石
市
長
と
懇

談
、
鵜
住
居
地
区
を
視
察
） 

22
～
23
日 

県
議
会
本
会
議
代
表
質
問
、

一
般
質
問 

24
日 

県
医
労
中
央
病
院
支
部
女
性
部
と

懇
談
、
盛
岡
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー

訪
問
懇
談 

25
日 

奥
州
市
議
選
応
援 

26
日 

本
会
議
一
般
質
問
、
歯
科
保
健
医

療
懇
談
会 

27
日 

本
会
議
で
一
般
質
問
に
登
壇 

28
日 

本
会
議
一
般
質
問
、
高
田
県
議
が

議
案
に
対
す
る
質
疑 

【
3
月
】 

1
日 

商
工
文
教
委
員
会 

2
日 

本
会
議 

3
日 

県
政
調
査
（生
活
保
護
問
題
、
震
災

遺
構
問
題
）、
奥
州
市
議
選
応
援 

4
日 

社
会
保
障
問
題
連
続
講
座
（医
療

の
現
場
か
ら
） 

5
～
15
日 

予
算
特
別
委
員
会 

10
日 

穀
田
恵
二
国
対
委
員
長
を
迎
え
て

の
つ
ど
い 

11
日 

東
日
本
大
震
災
津
波
県
・宮
古
市

合
同
追
悼
式 

16
日 

商
工
文
教
委
員
会 

17
日 

東
日
本
大
震
災
津
波
７
年
の
つ
ど

い
ｉ
ｎ
野
田
村 

19
日 

復
興
特
別
委
員
会
、
県
議
選
第
一
次

発
表
記
者
会
見 

20
日 

最
終
本
会
議
、
県
政
３
者
懇
談
会 

23
日 

三
陸
防
災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０

１
９
実
行
委
員
会
結
成 

27
日 

佐
川
証
人
喚
問
真
相
究
明
緊
急
街

頭
宣
伝 

30
日 

森
友
学
園
問
題
徹
底
究
明
市
民
デ

モ 

【
4
月
】 

1
日 

八
幡
平
市
松
尾
演
説
会 

5
日 

八
幡
平
市
田
山
斉
藤
た
か
お
事
務

所
開
き 

6
日 

森
友
・防
衛
省
隠
蔽
・改
ざ
ん
徹
底

究
明
、
安
倍
退
陣
求
め
る
市
民
デ

モ 

9
日 

商
工
文
教
委
員
会 

10
日 

防
災
特
別
委
員
会
、
県
政
調
査
会
、

高
校
再
編
問
題
市
町
村
長
と
県
議

の
懇
談
会
、
第
１
回
野
党
共
闘
調

整
会
議 

11
日 

Ａ
Ｂ
Ｅ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ
緊
急
大
行
動 

予算特別委員会で質疑に立つ斉藤県議（３月９日） 

子
ど
も
の
医
療

費
助
成
の
小
学
校
卒

業
ま
で
の
現
物
給
付

化
の
早
期
の
実
現
に

つ
い
て
達
増
知
事

は
、「
現
物
給
付
拡
大

の
方
向
性
に
つ
い
て

は
、
賛
成
の
意
向
を

示
す
市
町
村
が
多
数

を
占
め
た
」「
来
年
度

に
は
具
体
的
な
方
向

性
を
示
し
た
い
」
と

答
え
ま
し
た
。 

学
旅
行
の
費
用

は
実
費
支
給
で

事
後
と
な
っ
て

お
り
、
事
前
に

支
給
で
き
る
よ

う
改
善
を
求
め

ま
し
た
。 

 

乳
幼
児
か
ら

の
貧
困
対
策
に

つ
い
て
、
１
歳

６
ヶ
月
・
３
歳

児
検
診
に
お
け

る
未
受
診
児

は
、
そ
れ
ぞ
れ

３ 

 

示
す
市
町
村
が
多
数
を
占
め
た
」「
新

年
度
に
は
具
体
的
な
方
向
性
を
示
し

た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

子
ど
も
の
貧
困
打
開
の
緊
急
課
題

と
し
て
、
就
学
援
助
制
度
の
徹
底
と
拡

充
の
課
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
制
度

の
周
知
徹
底
と
市
町
村
に
お
け
る
格

差
の
是
正
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
修

学
旅
行 

あ
り
」
と
診
断
さ
れ
た
児
童
へ
の
対

応
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
県
政
の
緊

急
、
重
要
課
題
と
し
て
県
の
総
合
計

画
に
も
位
置
づ
け
、
知
事
を
本
部
長

と
す
る
全
庁
的
な
推
進
体
制
と
独
自

の
部
署
・
課
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

県
民
運
動
と
し
て
取
り
組
む
よ
う
求

め
ま
し
た
。 

３
８
９
人
、
５
０
１
人
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
後
の
対
策
が
行
わ
れ
て
い

る
か
。「
異
常
あ
り
」
と
診
断
さ
れ
た

乳
幼
児
の
そ
の
後
の
医
療
機
関
の
受

診
状
況
や
「
育
児
・
生
活
環
境
問
題

あ
り
」 

 

商工文教委員会で質疑に立つ斉藤県議（３月１日） 

 

５
％
で
す
が
、
12
月
末
で
は
64･

４
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
も
そ

も
目
標
値
が
山
形
県
の
78
％
や
宮

城
県
の
80
％
と
比
べ
て
も
低
す
ぎ

る
こ
と
。各
高
校
の
現
場
で
目
標
を
持

っ
た
意
識
的
な
取
り
組
み
に
な
っ
て

い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、取
り
組
み
の

抜
本
的
強
化
を
求
め
ま
し
た
。 

 

県
内
中
小
企
業
に
と
っ
て
人
材
の
確

保
は
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

県
の
計
画
で
は
高
卒
者
の
県
内
就
職

率
の
目
標
は
平
成
30
年
度
は
66･

５
％ 

・ ５月 ９日（水）午後６時～ 

・６月１３日（水）午後６時～ 

予約電話番号:６５１－５８８１ 

 

３
月
17
日
、
野
田
村

で
東
日
本
大
震
災
津
波

７
年
の
つ
ど
い
が
開
か

れ 

域
づ
く
り
協
議
会
元
会
長
の

外
館
四
郎
さ
ん
、
高
台
団
地

の
新
町
町
内
会
長
の
中
野
大

六
さ
ん
、
野
田
村
保
育
園
の

主
任
保
育
師
・
茂
石
阿
子
さ

ん
、
保
育
士
の
澤
里
彩
さ
ん

が
こ
の
間
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。 

れ
ま
し
た
。
小
田
祐
士
野
田
村
長
が
復
興

の
状
況
に
つ
い
て
講
演
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
区
画
整
理
事
業
を
進
め
て
き
た
地

域 

大震災津波７年のつどいで報告す
るパネリストの皆さん（3月17日） 

 ４月９日の商工文教委員会で、２月定例県議会にい
わて労連が提出し継続審査となっていた「『働き方改革
一括法案』の成立を断念し、労働時間規制の抜本的強
化を求める請願」を賛成多数で採択しました。自民党、
いわて県民クラブ、創成いわての議員が反対しました。 
 斉藤県議は、全国過労死を考える家族の会の切実な
声などを紹介し、請願の採択を訴えました。 

 

新
年
度
か
ら
35
人
学
級
が
小
学

校
５
年
生
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。
来
年

度
は
小
中
学
校
の
全
学
年
で
実
施

す
る
方
向
で
す
。 

生
活
保
護
削
減
の
影
響
は
、
就
学

援
助
や
保
育
料
免
除
等
47
制
度
に

及
び
ま
す
。
削
減
の
影
響
が
及
ば
な

い
よ
う
求
め
ま
し
た
。
達
増
知
事
は

「
生
活
保
護
を
受
け
る
こ
と
は
憲

法

25
条
に
基
づ
く
国
民
の
権
利

で
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

経
済
的
に
困
窮
し
た
方
を
支
え
る

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
す
必

要
が
あ
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

 

新
年
度
か
ら
国
保
財
政
に
都
道
府

県
が
責
任
を
も
つ
制
度
に
な
り
ま
す
。

国
保
税
の
最
大
の
問
題
は
、高
す
ぎ
て

払
え
な
い
こ
と
で
す
。滞
納
世
帯
は
県

内
平
均
で
10
％
を
超
え
、
一
方
で
、

滞
納
者
に
対
し
保
険
証
の
取
り
上
げ

や
財
産
の
差
し
押
さ
え
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。国
保
の
都
道
府
県
化
は
こ
う

し
た
課
題
を
解
決
す
る
ど
こ
ろ
か
、一

層
深
刻
化
す
る
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
を
行
い
、

国
保
税
の
引
き
下
げ
こ
そ
進
め
る
べ

き
と
提
起
し
ま
し
た
。 

 ４月１１日、「安倍９条改憲ＮＯ！全国市民ア
クション岩手の会」は、森友・加計疑惑の徹底究
明と安倍内閣退陣を求める緊急集会を開催。雨の
中１８０人が参加し、日本共産党を代表して斉藤
県議が連帯のあいさつを行いました。 

集会後デモ行進で声を上げる参加者（４月１１日） 


